
 8:30…送迎

9:00…朝の掃除、準備
 9:30…体操、朝礼
10:00…1限目カリキュラム
11:00…2限目カリキュラム
12:00…昼食
13:00…3限目カリキュラム
14:15…4限目カリキュラム
15:30…清掃、日誌記録
16:00…送迎

自立訓練（生活訓練）／宿泊型自立訓練
相談支援事業所

〒990-2462
山形市深町1丁目4-13
TEL:023-666-4471 FAX:023-666-4472
E-mail: musubi-f@klala-net.jp
特定非営利活動法人 あじさい

むすび深町のHPこちら→

通所
自立訓練（生活訓練）
スケジュール

★土日祝日も通所のカリキュラム
を実施しています。

むすび深町では、自立訓練（生活訓練）通

所利用者と、宿泊型自立訓練の新規入居者を

若干名募集しています。通所利用はもちろん

ですが、宿泊のご入居もこの夏に卒業が予定

される方多いので、空きが出始める時期にな

ります。ぜひこの機会にお問い合わせくださ

い。2022年の開所からもうすぐ２年。小規

模の特性を活かして手厚い支援を行っており、

各所より評価も頂いております。ぜひ宿泊や

通所の体験にお越しください。
担当：加藤 服部

先月に植えた野菜たちが実り始めました。朝夕の水やりを利用者のみなさん

が当番制でせっせと行っいます。そしてふと「これは食べられそう」と気が付

く喜びがあります。食べごろは見極めるのは初心者には難しい…ですが、「食

べたい！」と思う気持ちが食べごろということ（ですね）ぐらいな気持ちで向

合っています。色・形・匂いなど育っていく日々の変化が楽しいこの頃です。

そんな最近のむすび深町の様子をご報告します。

むすび深町の訓練室に本棚
を設置。自己理解や、生活能
力、コミュニケーション能力
の向上につながるような書籍
を配架しています。利用者の
みなさんに訓練の合間の読書
もおすすめしています。

支援員より

むすび深町
あなたの暮らしと社会を「むすぶ」
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利用者の皆さんにとって、大いなる課題のひとつ「金銭管理」。これが得意と思う方は、

とても少ないようです。自立に向けて知っておくべきことは何か。各テーマに合わせて

具体的に考えてみました。

将来の住まいについて、どのような特徴があって、自分にはどのようなところがあっているのか…。
まずはそれぞれの特徴をならべて知っていくことからしてみました。

「住むところによって、
自分でしないといけな
いことがたくさんあ
る！」

「一人暮らししたいけ
ど…お金の管理が不安
…」

「実家に戻りたいけど、
親がいなくなったらど

うしよう…」

それぞれの住まいの
長所、短所はなにか、
自分を主軸にして考え
てみてみることにしま
した。自分の得意、不
得意からの視点でそれ
ぞれの長所＆短所を整
理。そのうえで、理想
の住まいの実現に向け
て、目標とすることを
現実的に考えてみまし
た。そうすると…
「やっぱり、お金の管
理が…」”(-””-)”
など不安の声が多いよ
うでした。

「週と月はだいたい分
かるけど…」

「非日常や急な出費っ
て、こんなにたくさん
あるんだ」

「どんなにお金貯めて
おけばいいの？」

職員自身も日々の暮ら
しのなかでそう思って
います…。

不安になるのはもっと
もなことです。では自分
ひとりでお金をやりくり
するのが大変な場合はど
んな方法があるのかを上
げてみました。

●家族の協力を得る
●福祉機関との連携する
●自分自身で実施

もちろん上記のどれかだ
けではなく、合わせて行
うことでより効果が得ら
れる可能性もあるでしょ
う。「金銭管理」の部分
での目標をさらに考える
ことができました。

さまざまな側面からの

金銭管理

将来的にどんな住まいのカタチが考えられる？①

そもそも生活に必要なお金ってどんなかんじ？②

具体的にはどんな金銭管理の方法があるの？③

利用者のみなさん一人一人が、自分の特性と向き合って最適な方法を見

つけ出すことが何よりも大事なことだと思われます。何度でも考えて、

調べて、実践して、また繰り返して…。避けて通れないお金との上手な

付き合い方を習得できるように、今後もサポートしてゆきます！

利用者
の声

利用者
の声

支援員
の声
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